
午
前
中
の
「
安
全
考
動

計
画
監
視
委
員
会
」
に
先

だ
ち
、
参
加
者
全
員
で
黙

祷
を
行
い
、
事
故
で
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
３
名
の

仲
間
の
御
霊
に
哀
悼
の
意

を
表
し
て
き
ま
し
た
。

「
伯
備
線
事
故
追
悼
日
」

と
し
て
の
一
日
行
動
に
あ

た
り
倉
下
委
員
長
か
ら

「
事
故
か
ら
１
９
年
目
と

な
る
が
、
今
も
触
車
・
感

電
・
労
災
等
の
重
大
労
災

が
後
を
絶
た
な
い
。
ま
た
、

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で
重

大
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な

い
事
象
が
多
発
す
る
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
安
全
が

大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。

ま
た
、
自
己
責
任
・
自
助

努
力
が
蔓
延
す
る
中
で
、

安
心
し
て
働
け
る
環
境
に

あ
る
の
か
、
一
日
を
通
し

て
し
っ
か
り
振
り
返
り
明

日
か
ら
の
活
動
に
活
か
し

て
貰
い
た
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
、
職
場
実
態
の
交
流

に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
特

急
列
車
の
ワ
ン
マ
ン
運
転

が
実
施
さ
れ
る
が
高
速
運

転
で
あ
り
、
安
全
が
保
て

る
の
か
大
い
に
懸
念
が
あ

る
」
（
運
転
士
）
「
５
分

前
が
３
分
前
待
避
に
変
更

と
な
る
が
、
駅
間
な
ど
勘

違
い
し
た
場
合
、
触
車
に

繋
が
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」

（
工
務
）
「
シ
ニ
ア
社
員

が
多
く
、
若
手
は
少
な
い
。

入
換
作
業
で
事
故
が
起
き

た
が
、
何
年
も
作
業
を
し

て
な
い
人
が
作
業
に
あ
た
っ

て
い
る
」
（
車
両
所
）

「
作
業
を
止
め
た
こ
と
で

表
彰
が
あ
っ
た
が
、
な
に

か
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
な

も
の
を
感
じ
る
」
（
電
気

区
）
「
新
規
配
属
者
の
見

習
い
期
間
が
短
い
。
指
導

職
の
資
質
に
も
問
題
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
」
（
駅

運
転
）
「
み
ど
り
の
窓
口

が
少
な
く
な
り
、
技
実
継

承
に
支
障
が
あ
る
。
駅
員

へ
の
負
担
も
大
き
く
、
異

常
時
対
応
が
大
変
。
駅
員

の
減
少
は
、
乗
務
員
へ
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
」

（
駅
営
業
）
「
安
全
報
告

な
ど
小
さ
な
ミ
ス
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
要
員
を
削

ら
れ
、
仕
事
こ
な
す
為
に

目
一
杯
働
く
。
愚
痴
や
陰

口
も
多
く
、
ス
ト
レ
ス
の

た
ま
る
環
境
に
あ
る
」

（
駅
運
転
）
な
ど
、
報
告

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
合
同
献
花

式
に
向
か
う
途
中
、
献
花

式
参
加
者
全
員
で
事
故
現

場
に
立
ち
寄
り
、
事
故
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
３

名
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

「
安
全
碑
」
前
で
の
合
同

献
花
式
で
は
、
西
日
本
本

部
を
代
表
し
て
植
田
委
員

長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
米
子
地
方

本
部
を
代
表
し
て
倉
下
委

員
長
が
「
安
全
の
誓
い
」

と
し
て
、
「
事
故
を
知
ら

な
い
世
代
に
も
し
っ
か
り

継
承
し
て
い
く
」
「
両
労

組
が
協
力
し
、
安
全
な
職

場
づ
く
り
を
目
指
す
」
こ

と
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。

２０２５年 ２月１０日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第１１号

こくろうよなご
第１１号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

伯
備
線
触
車
事
故
か
ら
１
９
年

両
労
組
で
安
全
を
誓
う
！
！

１
月
２
４
日
は
、
伯
備
線
触
車
事
故
で
３
名
の
尊
い

生
命
が
奪
わ
れ
て
か
ら
１
９
年
目
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
地
本
事
務
所
に
於
い
て
「
安
全
考
動
計

画
監
視
委
員
会
」
を
開
催
、
西
日
本
会
社
の
安
全
対
策

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
交
流
し
、
午
後
か
ら
は
、
事

故
の
発
生
し
た
１
３
時
１
８
分
に
事
故
現
場
近
く
に
建

立
し
て
あ
る
「
安
全
碑
」
前
に
て
、
西
労
組
米
子
地
本

と
の
合
同
に
よ
る
「
追
悼
献
花
式
」
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

安
全
な
職
場
づ
く
り
に
向
け
奮
闘
し
て
い
く
決
意
を
固

め
合
っ
て
き
ま
し
た
。
、

は
じ
め
に
日
野
町
の
交

通
政
策
担
当
の
職
員
さ
ん

よ
り
、
日
野
町
独
自
の
取

組
み
と
い
う
事
で
「
町
営

タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

既
存
の
「
町
営
バ
ス
」

を
、
よ
り
利
用
実
態
に
即

し
た
も
の
に
改
良
し
た
も

の
で
、
補
助
金
な
ど
に
よ

り
料
金
も
手
ご
ろ
な
設
定

と
し
て
あ
る
為
、
町
民
の

方
は
勿
論
の
こ
と
、
観
光

客
な
ど
に
も
好
評
を
頂
い

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
公
共
交
通
の
整

備
は
重
要
課
題
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
関
係
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
の
「
根
雨
駅
利
用

促
進
協
議
会
」
に
て
、
様
々

議
論
を
し
て
頂
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

こ
の
場
で
も
、
い
く
つ
か

の
点
に
つ
い
て
要
望
も
含

め
て
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
〇
米
子
駅
に

自
転
車
置
き
場
を
整
備
を

す
る
こ
と
で
列
車
利
用
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
〇

や
く
も
が
根
雨
駅
停
車
前

に
、
観
光
名
所
で
あ
る

『
金
持
神
社
』
『
オ
シ
ド

リ
観
賞
』
等
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
入
れ
て
貰
え
れ
ば
〇

ホ
ー
ム
に
設
置
し
て
あ
る

椅
子
を
増
や
す
こ
と
は
出

来
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ

ン
の
高
騰
を
受
け
て
、
今

後
公
共
交
通
見
直
し
の
機

運
が
高
ま
る
の
で
は
な
い

か
、
乗
れ
ば
寝
よ
う
が
本

を
読
も
う
が
気
楽
さ
列
車

の
良
さ
な
ど
を
も
っ
と
ア
ッ

ピ
ー
ル
す
る
べ
き
な
ど
の

激
励
も
頂
き
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
自
治
体
訪
問
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

１
月
２
３
日
、
１
２
月
の
伯
耆
町
に
続
い
て
伯
備
線

が
と
お
る
日
野
町
を
訪
問
し
、
交
通
政
策
・
地
域
活
性

化
を
担
当
す
る
職
員
さ
ん
と
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現

状
や
Ｊ
Ｒ
会
社
へ
の
要
望
な
ど
、
率
直
に
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

進
む
少
子
高
齢
化
・
課
題
は
！
？

１月２７日、東京都
交通ビルにて「第１９
５回拡大中央委員会」
が開催されました。
委員会では２５春闘

要求として、基本給の
６．１％、金額にして
１７０００円の賃上げ
要求が決定し、要求獲
得向け全力で奮闘して
行く事が意思統一され
ました。その他、委員
会からの発言では、安
全問題・ローカル線問

題・組織拡大の取り組
みなどを中心に議論が
されてきました。中で
も「業務の融合化が進
み、社員が疲労困憊で
働かされていること」
「女性活躍などと言わ
れながら、仕事と子育
てが両立できない現状
へのもどかしさ」など
の報告を聞きながら、
春闘を闘う原動力は職
場・生活実態にある事
を再認識しました。

春闘の原動力は職場実態に！


